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は
じ
め
に

　
本
書
は
①
国
旗
、
②
国
歌
、
③
国
慶
（
国
家

記
念
日
）
と
い
う
三
種
類
の
「
儀
式
や
シ
ン
ボ

ル
」
に
つ
い
て
の
実
証
研
究
を
通
じ
、
近
代
中

国
に
お
け
る
国
家
と
国
民
の
関
係
の
解
明
を
目

指
し
た
、
歴
史
学
の
書
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年

に
著
者
が
提
出
し
た
同
タ
イ
ト
ル
の
博
士
論
文

（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
地
域
文

化
研
究
専
攻
、
主
査
：
村
田
雄
二
郎
教
授
）
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
〉
1
〈

る
。

　
本
書
は
解
明
す
べ
き
課
題
と
し
て
、
①
近
代

中
国
の
政
府
・
政
党
・
知
識
人
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
喚
起
に
儀
式
や
シ
ン
ボ
ル
を
ど
の
よ
う

に
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
か
（
思
想
史
）、
②

そ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
政
策
や
運
動
と

し
て
実
行
さ
れ
た
の
か
（
政
治
史
）、
③
人
々

は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
行
動
し
た
の

か
（
社
会
史
）、
と
い
う
三
つ
を
掲
げ
る
（
五
、

一
三
頁
）。
す
な
わ
ち
、
著
者
は
近
代
中
国
史

に
お
け
る
「
シ
ン
ボ
ル
」
の
役
割
を
こ
れ
ら
複

数
の
学
問
領
域
に
ま
た
が
る
問
題
と
捉
え
、
そ

の
総
合
的
な
理
解
を
目
指
す
。
た
だ
し
、
こ
れ

だ
け
広
い
議
論
の
射
程
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
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表１　本書の構成

第１部　清末・北京政府のシンボルと儀式 第２部　南京国民政府のシンボルと儀式

国旗
①中国最初の
　国旗
　（2003）

②国旗をめぐ
　る争い
　（2005）

⑤共和革命と
　五色旗
　（書き下ろし）

⑥国民革命と
　青天白日旗
　（書き下ろし）

⑦党旗と国旗
　（2004）

国歌 ④国楽から国歌へ（2009） ⑧党歌と国歌（2010）

国慶 ③革命を記念する（2005） ⑨暦の上の革命（2006）

以上に序章「ナショナリズム研究とシンボルの歴史学」（2007）、終章「ナショナル・シンボルの中
国近代史」（書き下ろし）が加わる。
○内の数字は章。（　）内は初出年（351頁より）。評者作成。
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も
、
具
体
的
な
事
例
の
考
察
に
は
繊
細
な
実
証

研
究
の
方
法
が
採
ら
れ
て
お
り
、
議
論
の
進
め

方
は
非
常
に
堅
実
で
あ
る
。

　
本
書
は
全
九
章
（
＋
序
章
、
終
章
）
か
ら
成

り
、
第
一
〜
五
章
を
第
一
部
、
第
六
〜
九
章
を

第
二
部
と
す
る
。
そ
の
構
成
を
示
す
と
表
１
の

よ
う
に
な
る
。
お
お
ま
か
に
言
え
ば
、
第
一
部

は
清
朝
末
期
か
ら
中
華
民
国
北
京
政
府
期
を
、

第
二
部
は
中
華
民
国
南
京
国
民
政
府
期
を
扱

い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
国
旗
、
国
家
、
国
慶
と
い
う

事
例
ご
と
に
分
節
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
個

別
の
研
究
の
意
義
は
、
序
章
と
終
章
で
総
括
さ

れ
る
。

　
本
書
の
学
術
的
意
義
は
、
次
の
三
点
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
第
一
に
、
著
者
自

身
も
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
近
代
中
国
に
お

け
る
シ
ン
ボ
ル
や
儀
式
の
成
立
に
関
す
る
先
行

研
究
は
す
で
に
一
定
の
蓄
積
が
あ
る
。
し
か

し
、
本
書
は
そ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上

で
、
未
公
刊
史
料
な
ど
も
参
照
し
、
先
行
研
究

に
お
け
る
実
証
面
で
の
空
白
を
丹
念
に
埋
め

た
。
第
二
に
、
本
書
は
清
末
か
ら
南
京
国
民
政

府
と
い
う
比
較
的
長
い
期
間
の
歴
史
を
通
観
す

る
こ
と
で
、
政
権
交
代
に
と
も
な
う
シ
ン
ボ

ル
・
儀
式
体
系
の
改
変
を
明
ら
か
に
し
た
。
第

三
に
、
思
想
史
、
政
治
史
の
観
点
か
ら
各
勢
力

間
の
意
見
の
分
岐
な
ど
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、

社
会
史
が
中
心
で
あ
っ
た
同
テ
ー
マ
の
従
来
の

研
究
状
況
に
新
た
な
視
角
を
提
供
し
た
。

　
以
下
、
ま
ず
は
各
章
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介

す
る
。
続
い
て
、
評
者
に
よ
る
若
干
の
コ
メ
ン

ト
を
付
し
た
い
。

各
章
の
要
旨

　
第
一
章
「
中
国
最
初
の
国
旗
」
は
、「
黄
龍

旗
」
の
成
立
過
程
を
、
ま
ず
は
先
行
研
究
に
基

づ
い
て
整
理
す
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
受
容
過

程
が
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
史
料
か
ら
解
明
さ
れ

る
。

　
黄
龍
旗
は
同
治
元
年
（
一
八
六
二
）、
官
船

を
識
別
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
が
い

つ
「
国
旗
」
化
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
林
茂
生
の
「
光
緒
初
年
（
一
八
七
五
）」

説
や
遊
佐
徹
の
「
一
九
〇
〇
年
前
後
」
説
が
提

起
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
本
書
は
、
ま

ず
「
少
な
く
と
も
欧
米
や
日
本
と
の
接
触
の
経

験
を
持
つ
知
識
人
た
ち
の
間
」
で
は
、「
遅
く

と
も
一
八
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
八
九
〇
年
代
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ま
で
」
に
、
黄
龍
旗
を
「
萌
芽
的
な
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」
に
結
び
つ
け
る
思
考
が
生
じ
て
い
た

と
指
摘
す
る
（
三
三
、
四
三
頁
）。
し
か
し
一

方
で
、
こ
の
時
点
で
は
清
朝
の
側
に
「
民
の
忠

誠
を
調
達
す
る
た
め
に
こ
の
黄
龍
旗
を
利
用
し

よ
う
と
い
う
発
想
は
希
薄
」
だ
っ
た
。
著
者
は

一
九
〇
〇
年
代
初
頭
以
降
、「
万
寿
聖
節
」（
皇

帝
・
皇
太
后
の
誕
生
日
）
な
ど
の
慶
祝
の
際

に
、
民
間
で
も
黄
龍
旗
が
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
に
着
目
し
、
義
和
団
事
件
の
頃
を
境

に
清
朝
側
の
方
針
に
一
定
の
転
換
が
あ
っ
た
と

推
察
す
る
（
三
四
、
三
六
頁
）。

　
た
だ
し
、
著
者
は
こ
れ
を
た
だ
ち
に
黄
龍
旗

の
「
国
旗
」
化
と
は
見
な
さ
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、「
天
子
」＝
清
朝
と
「
国
」を
同
一
視
し
て

忠
誠
の
対
象
と
す
る
か
否
か
を
め
ぐ
り
立
憲
派

と
革
命
派
が
対
立
し
て
い
た
当
時
の
状
況
下
に

お
い
て
、
大
部
分
の
人
々
に
と
っ
て
黄
龍
旗
は

あ
く
ま
で
「
天
子
」
の
旗
と
認
識
さ
れ
て
い
た

た
め
で
あ
る
。
立
憲
派
の
中
心
人
物
で
あ
り
、

保
皇
の
立
場
で
あ
る
康
有
為
で
さ
え
、
黄
龍
旗

は
国
旗
と
し
て
不
適
当
と
考
え
て
い
た
と
い
う

指
摘
は
興
味
深
い
。
康
有
為
は
そ
の
理
由
と
し

て
、
西
洋
諸
国
に
お
い
て
は
「
龍
を
大
獣
と
、

黄
を
病
旗
と
み
な
す
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

清
朝
の
皇
帝
か
ら
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い

黄
龍
旗
の
意
匠
が
、「
敬
重
さ
れ
ず
、
逆
に
軽

侮
を
招
く
」
事
態
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
（
四
〇

－

四
三
頁
）。

　
第
二
章
「
国
旗
を
め
ぐ
る
争
い
」
で
は
、
清

末
の
革
命
派
に
お
け
る
国
旗
を
め
ぐ
る
議
論
お

よ
び
、
辛
亥
革
命
時
の
様
々
な
旗
の
使
用
状
況

が
解
明
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、「
五
色
旗
」
が

辛
亥
革
命
後
に
中
華
民
国
の
国
旗
と
し
て
定
着

し
て
い
く
過
程
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
従
来
の

国
旗
史
に
見
ら
れ
た
「
孫
文
を
辛
亥
革
命
以
前

に
遡
っ
て
中
国
革
命
の
正
統
勢
力
と
位
置
づ
け

る
た
め
の
偏
向
」
の
是
正
が
目
指
さ
れ
る
（
四

九
頁
）。

　
民
国
初
年
（
一
九
一
二
）、
北
京
臨
時
参
議

院
で
の
決
定
を
経
て
、
六
月
八
日
付
の
臨
時
大

総
統
令
に
て
五
色
旗
を
国
旗
と
す
る
こ
と
が
全

国
に
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
孫
文
が
推
す

「
青
天
白
日
満
地
紅
旗
」（
南
京
国
民
政
府
期
に

国
旗
と
な
る
）
は
落
選
し
、
海
軍
旗
と
定
め
ら

れ
る
に
止
ま
っ
た
。

　
多
く
の
先
行
研
究
が
依
拠
す
る
馮
自
由
『
革

命
逸
史
』
初
集
（
初
版
は
一
九
四
五
年
）
は
、

「
国
旗
方
式
の
問
題
の
た
め
、
嘗
て
激
烈
な
争

議
を
発
生
し
た
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

本
章
は
、
北
京
臨
時
参
議
院
の
議
論
に
お
い

て
、
五
色
旗
を
国
旗
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
異

議
が
提
起
さ
れ
た
様
子
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
指

摘
す
る
。
加
え
て
、
そ
れ
以
前
の
時
点
で
す
で

に
五
色
旗
は
一
定
以
上
普
及
し
て
お
り
、
同
年

一
月
一
日
の
孫
文
臨
時
大
総
統
就
任
式
典
に
詰

め
か
け
た
人
々
の
手
に
振
ら
れ
て
い
た
の
は
、

彼
が
長
年
用
い
て
き
た
青
天
白
日
満
地
紅
旗
で

は
な
く
五
色
旗
だ
っ
た
と
い
う
。

　
興
中
会
の
最
初
の
蜂
起
で
あ
る
広
州
蜂
起
に

起
源
を
持
つ
と
さ
れ
る
青
天
白
日（
満
地
紅
）旗

が
、
国
旗
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
意
義

を
、
著
者
は
「
従
来
の
革
命
派
が
国
家
の
側
に

立
っ
た
こ
と
で
、
権
力
を
破
壊
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
か
ら
、
権
力
の
構
築
と
維
持
を

目
的
と
し
た
も
の
へ
と
、
シ
ン
ボ
ル
に
求
め
ら

れ
る
性
質
も
変
化
し
た
」
と
分
析
す
る
。
ま

た
、「
排
満
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
シ
ン
ボ
ル

が
扱
い
に
く
く
な
っ
た
背
景
と
し
て
、「
清
末

か
ら
の
統
治
層
の
人
的
連
続
性
」
と
い
う
問
題

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
（
七

三

－

七
四
頁
）。
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第
三
章
「
革
命
を
記
念
す
る
」
は
、
中
華
民

国
の
最
重
要
記
念
日
で
あ
る
「
国
慶
節
」
の
制

定
と
そ
の
実
施
の
過
程
を
、
そ
の
主
体
、
意

図
、
特
徴
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に

す
る
。

　
一
九
二
八
年
九
月
二
八
日
、
臨
時
大
総
統
令

に
よ
り
「
武
昌
起
義
の
日
す
な
わ
ち
陽
暦
一
〇

月
初
一
〇
日
を
国
慶
日
と
す
る
」
こ
と
が
正
式

に
公
布
さ
れ
た
。
著
者
は
臨
時
参
議
院
か
ら
臨

時
大
総
統
へ
送
ら
れ
た
文
書
に
基
づ
き
、
こ
れ

が
フ
ラ
ン
ス
革
命
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争

の
方
式
を
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。

　
当
時
、
民
間
で
は
同
じ
武
昌
起
義
を
陰
暦
八

月
一
九
日
に
記
念
し
て
い
た
が
、
政
府
は
意
図

的
に
陽
暦
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
法
に
規
定
さ

れ
た
「
国
慶
日
」
と
い
う
表
現
に
よ
り
、
武

昌
起
義
の
日
は
他
の
地
方
蜂
起
や
烈
士
追
悼

の
「
記
念
日
」
か
ら
明
確
に
差
異
化
さ
れ
た
。

著
者
は
こ
こ
に
「
従
来
の
民
族
的
な
祝
祭
」
を

「
消
滅
さ
せ
、
代
替
す
る
」
意
図
を
読
み
取
る

（
一
〇
八
頁
）。

　
民
国
初
年
の
第
一
回
国
慶
日
に
北
京
で
行
わ

れ
た
儀
式
は
、
清
末
に
お
け
る
烈
士
追
悼
儀
式

と
は
異
な
り
、
映
画
や
演
劇
の
上
演
や
運
動
会

な
ど
の
「
国
民
を
広
範
に
参
加
さ
せ
、
教
化
す

る
啓
蒙
的
・
文
明
的
な
「
娯
楽
」と
し
て
の
面
」

を
備
え
て
い
た
（
一
〇
五
頁
）。
こ
れ
ら
の
催

し
に
は
、
在
野
の
革
命
記
念
会
（
後
に
共
和
記

念
会
と
改
称
）
が
会
場
を
提
供
す
る
な
ど
主
導

し
た
部
分
も
あ
っ
た
。
政
府
外
の
知
識
人
や
社

会
団
体
の
活
動
が
政
府
行
事
と
分
離
し
て
い
た

点
も
、
北
京
政
府
期
に
お
け
る
記
念
日
活
動
の

特
徴
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
第
四
章
「
国
楽
か
ら
国
歌
へ
」
は
、
清
末
か

ら
北
京
政
府
期
に
お
け
る
国
歌
の
成
立
と
そ
の

変
遷
過
程
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を

め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
何
が
問
題
と
な
っ
た
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
。
近
代
中
国
に
お
け
る
国

歌
の
成
立
と
沿
革
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
膨
大
な
文
章
が
書
か
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
う
ち
「
史
料
的
根

拠
を
示
し
て
学
術
論
文
の
形
式
を
と
っ
た
も

の
」
は
少
な
く
、「
先
行
す
る
文
章
を
断
り
な

く
引
き
写
し
た
結
果
、
単
純
な
事
実
関
係
の
誤

り
を
繰
り
返
す
も
の
が
ほ
と
ん
ど
」
で
あ
っ
た

（
一
一
五
頁
）。
本
章
に
は
そ
の
よ
う
な
状
況
を

克
服
す
る
意
義
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
宣
統
二
年
（
一
九
一
〇
）、
清
朝
は
「
国

楽
」
の
制
定
に
着
手
す
る
。
そ
の
目
的
は
、
西

洋
と
の
外
交
儀
礼
や
軍
隊
に
お
け
る
使
用
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
同
様
の
事
情
で
制
定
さ
れ

た
国
旗
に
比
べ
、
清
朝
が
国
楽
の
制
定
に
着
手

す
る
の
は
か
な
り
遅
れ
た
。
著
者
は
そ
の
理
由

を
、「
清
朝
中
央
に
は
差
し
迫
っ
て
必
要
な
も

の
と
は
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
推
論
す

る
。
溥
侗
が
康
煕
帝
や
乾
隆
帝
の
作
曲
の
中
か

ら
選
定
し
、
厳
復
が
そ
れ
に
歌
詞
を
あ
て
、
国

楽
は
宣
統
三
年
（
一
九
一
一
）
八
月
、
正
式
に

制
定
さ
れ
た
。
し
か
し
数
日
後
に
は
武
昌
起
義

が
起
こ
り
、
清
朝
は
滅
亡
へ
と
向
か
う
。

　
新
た
に
成
立
し
た
中
華
民
国
は
、
教
育
部
が

中
心
と
な
っ
て
「
国
歌
」
の
制
定
作
業
を
開
始

す
る
。
し
か
し
、
検
討
を
重
ね
多
く
の
案
が
出

さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
試
み
は
頓
挫
し
て
し
ま

う
。
こ
の
間
、『
尚
書
』
所
載
、
舜
作
「
卿
雲

歌
」
が
フ
ラ
ン
ス
人
オ
ー
ス
ト
ン
作
曲
で
臨
時

演
奏
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
四
月
に
な
っ
て
、

教
育
部
は
結
局
そ
の
歌
詞
に
蕭
友
梅
に
よ
る
純

西
洋
的
な
曲
を
配
し
た
「
卿
雲
歌
」
を
国
歌
に

制
定
す
る
。
し
か
し
こ
の
国
歌
も
、「
新
し
い

中
国
音
楽
の
創
造
」
と
い
う
問
題
意
識
の
高
ま
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り
つ
つ
あ
っ
た
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て
は
不
満

の
残
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
第
五
章
「
共
和
革
命
と
五
色
旗
」
で
は
、
北

京
政
府
期
の
社
会
に
お
け
る
国
旗
シ
ン
ボ
ル
の

位
置
づ
け
が
検
討
さ
れ
る
。
具
体
例
と
し
て
著

者
は
、
一
九
一
五
年
の
袁
世
凱
に
よ
る
「
洪
憲

帝
制
」、
一
九
一
七
年
の
張
勲
に
よ
る
宣
統
帝

復
辟
、
一
九
一
九
年
の
五
四
運
動
と
い
う
三
つ

の
事
件
に
お
い
て
、
五
色
旗
の
担
っ
た
役
割
に

つ
い
て
分
析
す
る
。

　
袁
世
凱
が
「
国
体
」
を
変
更
し
「
中
華
帝
国
」

の
皇
帝
に
な
ら
ん
と
す
る
に
あ
た
り
、
国
旗
の

改
変
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ

た
。
そ
こ
で
見
ら
れ
た
紆
余
曲
折
を
、
著
者
は

「
皇
帝
で
は
あ
る
が
「
全
国
国
民
」
を
そ
の
正

当
化
の
根
拠
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
袁

世
凱
帝
制
の
性
格
を
端
的
に
反
映
し
た
も
の
」

と
見
る
（
一
五
二
頁
）。

　
張
勲
は
復
辟
に
際
し
、
全
国
に
通
電
し
黄
龍

旗
の
掲
揚
を
要
請
し
た
。
そ
の
た
め
、
五
色
旗

と
ど
ち
ら
の
旗
を
掲
揚
す
る
か
は
、
文
字
通
り

「
旗
幟
を
鮮
明
に
す
る
」
こ
と
を
意
味
し
た
。

段
祺
瑞
の
「
討
逆
軍
」
が
張
勲
の
軍
を
破
り
北

京
に
入
城
す
る
と
、
黄
龍
旗
は
撤
去
さ
れ
再
び

五
色
旗
が
掲
げ
ら
れ
る
。
こ
の
騒
動
に
よ
り
、

五
色
旗
は
「
共
和
」
体
制
護
持
の
シ
ン
ボ
ル
と

意
味
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
政
治
的
意
志
表
示
の
た
め
に
国
旗
を
利
用

す
る
」
と
い
う
形
式
は
、
五
四
運
動
に
お
い
て

よ
り
広
範
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
一
五
六

頁
）。
一
九
一
〇
年
代
後
半
以
降
の
北
京
政
府

で
は
シ
ン
ボ
ル
や
儀
式
を
作
り
出
す
志
向
が
薄

ら
い
で
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
知
識

人
、
学
生
、
社
会
団
体
に
と
っ
て
五
色
旗
は

「
共
和
」
や
「
愛
国
」
の
象
徴
と
な
っ
て
い
っ

た
と
い
う
。

　
た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
は
多
く
の
「
国
民
」

に
と
っ
て
五
色
旗
は
あ
く
ま
で
国
慶
日
の
装
飾

で
あ
り
、
そ
の
普
及
は
商
業
目
的
の
利
用
に
多

分
に
依
拠
し
て
い
た
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

「
国
民
」
に
国
旗
を
神
聖
視
さ
せ
る
と
い
う
課

題
は
、
中
国
国
民
党
・
国
民
政
府
に
引
き
継
が

れ
る
。

　
第
六
章
「
国
民
革
命
と
青
天
白
日
旗
」
は
、

孫
文
の
国
旗
観
お
よ
び
、
彼
の
後
を
継
い
で
北

京
政
府
に
替
わ
っ
て
政
権
を
獲
得
し
た
国
民
政

府
の
国
旗
政
策
を
検
討
す
る
。

　
孫
文
は
五
色
旗
を
明
確
に
否
定
し
、
青
天
白

日
満
地
紅
旗
こ
そ
が
中
華
民
国
成
立
以
来
一
貫

し
て
正
統
な
国
旗
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
の
中
国
に
お
い

て
、
五
色
旗
が
中
華
民
国
国
旗
で
あ
る
こ
と
は

社
会
の
常
識
と
な
っ
て
い
た
。

　
一
九
二
五
年
三
月
、
孫
文
は
北
京
で
病
死
す

る
。
そ
の
葬
儀
は
、
中
華
民
国
の
政
治
文
化
に

決
定
的
な
影
響
を
も
た
ら
す
「
孫
中
山
崇
拝
」

を
生
み
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
契
機
を
も
っ
て
し
て
も
、
青
天
白
日
満
地

紅
旗
が
国
旗
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
は
な
く
、

同
年
の
五
三
〇
運
動
に
お
い
て
愛
国
心
の
対
象

と
し
て
利
用
さ
れ
た
国
旗
も
五
色
旗
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
孫
文
が
誰
よ
り
も
嫌
っ

た
五
色
旗
を
、
彼
の
業
績
と
結
び
つ
け
る
よ
う

な
追
悼
演
説
や
、
彼
の
肖
像
と
組
み
合
わ
せ
た

煙
草
の
広
告
な
ど
も
見
ら
れ
た
こ
と
を
著
者
は

指
摘
す
る
。

　
そ
の
後
の
北
伐
の
進
行
に
よ
り
、
国
民
革
命

軍
の
行
く
先
々
に
お
い
て
青
天
白
日
満
地
紅
旗

が
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
各
地

が
国
民
党
の
現
実
の
勢
力
範
囲
内
に
入
っ
て
い

き
、
民
間
で
青
天
白
日（
満
地
紅
）旗
が
活
発
に

生
産
さ
れ
る
中
に
お
い
て
も
、
な
お
同
旗
は
そ
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れ
ま
で
の
五
色
旗
を
継
承
す
る
国
旗
だ
と
一
般

に
は
認
識
さ
れ
て
い
た
。
孫
文
の
主
張
は
こ
の

時
点
で
も
な
お
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。

　
一
九
二
八
年
一
二
月
の
東
三
省
易
幟
に
至

り
、
青
天
白
日
満
地
紅
旗
の
位
置
づ
け
は
よ
う

や
く
大
き
な
転
機
を
迎
え
る
。
当
時
の
東
三
省

に
お
い
て
青
天
白
日
満
地
紅
旗
を
国
旗
と
し
て

掲
げ
る
と
い
う
行
為
は
、「
国
家
の
統
一
と
、

そ
れ
を
妨
害
す
る
日
本
に
対
す
る
抵
抗
と
い
う

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
表
現
を
意
味
し
た
」
の
で

あ
る
（
一
九
三

－

一
九
四
頁
）。

　
第
七
章
で
は
、
南
京
国
民
政
府
期
の
青
天
白

日
満
地
紅
旗
に
関
す
る
法
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
規
定
の
整
理
と
分
析
が
試
み
ら
れ
る
。「
国

旗
の
普
及
」
と
い
う
事
業
は
、
北
京
政
府
期
と

国
民
革
命
期
を
通
じ
て
一
定
以
上
進
ん
で
い

た
。
こ
れ
に
引
き
続
い
て
南
京
国
民
政
府
の

課
題
と
な
っ
た
の
は
、「
国
旗
を
神
聖
視
さ
せ

る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
同
政
府
は
一
九
二
八
年
三
月
公
布
の
「
中
華

民
国
刑
法
」
で
国
旗
の
損
壊
に
罰
則
規
定
を
設

け
た
の
に
続
き
、
一
九
三
〇
年
五
月
公
布
の
商

標
法
で
は
国
旗
の
商
標
化
を
禁
止
す
る
な
ど
、

中
央
に
よ
る
国
旗
の
一
元
管
理
を
進
め
た
。
ま

た
、
青
天
白
日
満
地
紅
旗
は
五
色
旗
に
比
し
て

意
匠
が
複
雑
で
あ
り
、
各
地
で
そ
の
形
状
や
色

彩
が
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
た
め
、
一
九
二
八
年

一
二
月
公
布
の
「
中
華
民
国
徽
国
旗
法
」
で
は

そ
の
正
式
な
規
格
が
決
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
、
国
民
党
は
同
旗
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
な
含
意
に
つ
い
て
論
理
的
な
説
明

を
整
え
、
そ
れ
を
宣
伝
す
る
こ
と
で
社
会
へ
の

浸
透
を
図
っ
た
。
そ
の
宣
伝
に
用
い
ら
れ
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
党
旗
和
国
旗
』（
一
九
二
九

年
）
は
、
青
天
白
日
満
地
紅
旗
を
「
国
民
党
・

国
民
政
府
の
公
式
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
三
民

主
義
」
と
不
可
分
に
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、

辛
亥
革
命
に
遡
っ
て
そ
の
五
色
旗
に
対
す
る
正

統
性
・
優
越
性
を
証
明
す
る
た
め
、
端
的
に
事

実
に
反
す
る
歴
史
解
釈
も
展
開
し
た
。
そ
の
理

由
を
著
者
は
、「
制
度
的
に
民
意
を
代
表
す
る

こ
と
を
曲
が
り
な
り
に
も
正
当
性
の
根
拠
と
し

た
北
京
政
府
」
を
否
定
し
た
国
民
政
府
は
、

「
歴
史
の
解
釈
権
を
独
占
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

し
か
自
ら
を
正
当
化
し
得
な
」
か
っ
た
と
分
析

す
る
（
二
三
三
、
三
一
四
頁
）。

　
第
八
章
「
党
歌
と
国
歌
」
は
、
南
京
国
民
政

府
期
の
国
歌
お
よ
び
、
国
民
党
の
党
歌
の
制
定

過
程
を
、
清
末
や
北
京
政
府
期
の
国
歌
を
め
ぐ

る
状
況
と
比
較
し
つ
つ
論
じ
る
。

　
孫
文
は
五
色
旗
と
同
様
、
北
京
政
府
が
定
め

た
国
歌
「
卿
雲
歌
」
を
認
め
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
国
民
政
府
は
一
九
三
七
年
六
月
に
な
る
ま

で
正
式
に
国
歌
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

　
こ
の
と
き
正
式
な
「
中
華
民
国
国
歌
」
と

な
っ
た
の
は
、「
中
国
国
民
党
党
歌
」
で
あ
っ

た
。
同
歌
は
一
九
二
九
年
三
月
の
総
理
逝
去
四

周
年
記
念
に
合
わ
せ
て
制
定
さ
れ
、
翌
一
九
三

〇
年
三
月
以
来
、
国
歌
制
定
ま
で
の
代
用
国
歌

と
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
著
者
は
興
味
深
い
指

摘
を
し
て
い
る
。
当
時
、
党
歌
よ
り
も
む
し
ろ

人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
の
は
、
明
る
く
軽
快
な

フ
ラ
ン
ス
民
謡
「
フ
レ
ー
ル
・
ジ
ャ
ッ
ク
」

に
「
打
倒
列
強
／
除
軍
閥
／
努
力
国
民
革
命
／

斉
奮
闘
」
と
詞
を
つ
け
、
北
伐
期
以
降
広
範
に

歌
わ
れ
た
「
国
民
革
命
歌
」
だ
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
長
期
に
わ
た
り
議
論
に
決
着
が
つ
か

な
か
っ
た
国
民
政
府
に
よ
る
国
歌
制
定
の
経
緯

に
、
著
者
は
北
京
政
府
期
と
の
類
似
性
を
見
出

す
。
す
な
わ
ち
、
音
楽
家
や
教
育
家
の
「
完
全

性
を
求
め
る
心
性
」
が
完
成
を
妨
げ
た
と
い
う



311──書評　小野寺史郎著　国旗・国歌・国慶

（
二
五
七
頁
）。

　
第
九
章
「
暦
の
上
の
革
命
」
は
、
革
命
記
念

日
体
系
の
決
定
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
国

民
党
・
国
民
政
府
の
儀
式
政
策
の
特
徴
を
明
ら

か
に
す
る
。

　
南
京
国
民
政
府
教
育
部
は
一
九
二
八
年
に
国

家
記
念
日
を
ま
と
め
た
『
国
民
暦
』
を
作
成
す

る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
国
民
党
の
宣
伝
部
が

行
っ
て
い
た
記
念
活
動
と
乖
離
し
て
い
た
た

め
、
一
元
的
な
規
定
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
一
九
三
〇
年
七
月
に
「
革
命
紀
念
日
簡

明
表
」
と
「
革
命
紀
念
日
史
略
及
宣
伝
重
点
」

が
公
布
さ
れ
、
国
民
党
・
国
民
政
府
の
記
念
日

体
系
は
確
立
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
北
京
政
府
期

の
民
間
で
は
ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
た
陰
暦
は
排

除
さ
れ
た
。

　
民
国
初
年
の
国
慶
日
は
休
暇
や
娯
楽
を
通
じ

て
「
共
和
」「
愛
国
」「
尚
武
」
の
精
神
を
国
民

に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
に
対
し
、

南
京
国
民
政
府
の
定
め
た
記
念
日
に
は
厳
粛
な

追
悼
儀
式
や
革
命
史
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、
そ

れ
は
休
暇
や
祝
祭
で
は
な
か
っ
た
と
著
者
は
指

摘
す
る
。
一
般
大
衆
の
娯
楽
の
機
会
に
つ
い
て

は
、
陰
暦
の
節
日
を
陽
暦
に
移
し
、
さ
ら
に
名

称
も
変
更
す
る
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ
た
と
い

う
。本

書
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

　
冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
本
書
は
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
研
究
の
分
野
で
注
目
さ
れ
て
き
た
題

材
を
、
中
国
近
代
史
の
立
場
か
ら
丁
寧
に
論
じ

た
労
作
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
成
果
を
紹
介
し

つ
つ
も
、
史
料
に
基
づ
き
説
得
力
あ
る
著
者
独

自
の
見
解
も
随
所
で
披
露
さ
れ
、
読
者
の
得
る

と
こ
ろ
は
大
き
い
。
と
り
わ
け
、
清
末
か
ら
南

京
国
民
政
府
期
を
通
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

著
者
が
到
達
し
た
、「
近
代
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
シ
ン
ボ
ル
の
政
治
の
特
徴
」
に
関
す
る
次

の
指
摘
は
、
本
書
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。

　
　
　
近
代
中
国
の
ほ
ぼ
あ
ら
ゆ
る
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
シ
ン
ボ
ル
は
、
明
白
に
特
定
の
歴
史

的
な
時
点
の
刻
印
を
押
さ
れ
た
も
の
と

な
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
正
統
性
の
根
拠

と
な
る
歴
史
解
釈
は
、
権
威
あ
る
、
排
他

的
な
も
の
と
し
て
決
定
さ
れ
、
周
知
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。（
中
略
）
政

権
の
交
代
に
際
し
て
は
、
前
政
権
に
強
固

に
結
び
つ
け
ら
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ン

ボ
ル
は
廃
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。（
中

略
）
新
政
権
が
作
り
出
し
た
新
し
い
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ン
ボ
ル
（
中
略
）
を
正
統

化
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
新
し
い
政
権

の
歴
史
と
結
び
つ
け
る
言
説
が
再
び
大
量

に
生
産
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
近

代
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ン
ボ
ル
の
政

治
の
特
徴
と
言
え
る
（
三
二
五

－

三
二
六

頁
）。

　
一
方
、
本
書
に
対
し
て
建
設
的
な
批
判
を
試

み
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
書
で
は
「
国
旗
、
国

歌
、
国
慶
」
と
い
う
事
例
が
な
ぜ
選
ば
れ
た
の

か
、
各
事
例
は
ど
の
よ
う
な
意
図
を
込
め
て
並

置
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
説
明
が
十
分
に

な
さ
れ
て
い
な
い
点
に
思
い
至
る
。
こ
れ
ら
の

事
例
を
重
要
と
見
な
す
こ
と
に
異
存
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
重
要
性
を
改
め
て
問
い
直
す
こ

と
で
、
著
者
が
発
見
し
た
数
々
の
史
実
は
よ
り

興
味
深
い
も
の
と
し
て
読
者
に
届
い
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　
本
書
の
議
論
を
受
け
て
、
評
者
な
り
に
「
国

旗
、
国
歌
、
国
慶
」
三
者
の
関
係
を
整
理
し
た

の
が
表
２
で
あ
る
。
社
会
の
「
空
間
」
に
出
現

す
る
の
か
「
時
間
」
に
浸
透
す
る
の
か
、
そ
れ
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自
体
が
流
動
的
か
固

定
的
か
、
と
い
う
二

分
法
を
組
み
合
わ
せ

た
四
象
限
に
よ
っ

て
、
三
つ
の
事
例
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
表

し
て
み
た
。

　
ま
ず
は
国
旗
と
国

歌
が
分
け
て
論
じ
ら

れ
た
こ
と
の
意
義
に

つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
著
者
の
議
論
を

総
合
す
る
と
、
両
者

の
制
定
過
程
か
ら
は

多
分
に
共
通
点
が
見

出
さ
れ
る
。
一
言
で

ま
と
め
る
な
ら
ば
、

「
中
央
政
府
に
よ
っ

て
一
元
的
に
管
理
さ

れ
、
冒
涜
が
許
さ
れ

な
い
存
在
と
な
っ
て

い
く
歴
史
の
ベ
ク
ト

ル
」
と
で
も
な
ろ

う
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
近
代
中
国
の
公
定
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
あ

り
方
を
教
え
て
く
れ
る
事
例
と
し
て
、
両
者
が

並
置
さ
れ
る
こ
と
に
違
和
感
は
な
い
。

　
で
は
、
そ
の
相
違
は
ど
の
よ
う
な
点
に
求
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
表
２
で
示
し
た
と
お
り
、

両
者
に
は
「
人
々
の
生
活
空
間
に
立
ち
現
れ

る
」
の
か
「
人
々
の
生
活
時
間
に
入
り
込
む
」

の
か
と
い
う
、「
旗
」
お
よ
び
「
歌
」
そ
の
も

の
の
性
質
に
起
因
す
る
差
異
が
あ
る
。
し
か

し
、
著
者
の
研
究
成
果
は
、
そ
れ
だ
け
に
は
止

ま
ら
な
い
歴
史
的
経
緯
の
多
様
性
を
描
き
出
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
国
歌
の
制
定
は

国
旗
以
上
に
難
航
し
た
と
い
う
本
書
の
指
摘
で

あ
る
。
著
者
は
そ
の
原
因
を
主
に
歌
詞
の
選
考

過
程
か
ら
分
析
し
、
作
曲
の
「
文
明
性
」
の
問

題
に
も
あ
る
程
度
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
「
文

明
性
」
と
い
う
指
摘
の
中
に
、
国
旗
と
は
異
な

る
、
国
歌
な
ら
で
は
の
特
質
が
示
さ
れ
て
い
る

と
評
者
は
考
え
る
。

　
著
者
は
国
旗
が
商
業
広
告
の
中
で
利
用
さ
れ

た
り
、
規
格
の
不
ぞ
ろ
い
な
国
旗
が
民
間
で
濫

造
さ
れ
た
事
実
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
「
旗
」

の
製
造
や
普
及
に
は
高
度
な
技
術
を
要
し
な
い

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
国
歌

を
普
及
さ
せ
る
際
に
は
、
作
詞
と
作
曲
の
み
な

ら
ず
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
演
奏
す
る
の
か
と

い
う
、
技
術
的
な
問
題
が
付
随
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
軍
楽
隊
の
編
成
、
楽
器
の
製

造
な
い
し
輸
入
、
演
奏
能
力
の
向
上
、
公
園
や

ホ
ー
ル
の
音
響
設
計
な
ど
で
あ
る
。

　
本
書
で
は
こ
れ
ら
の
点
に
対
す
る
考
察
が
ほ

と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
技
術

的
な
敷
居
の
高
さ
」
と
い
う
視
角
は
、
単
純
な

替
え
歌
で
あ
る
「
国
民
革
命
歌
」
が
な
ぜ
普
及

し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
と
も
深
く
関
わ
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点

を
加
え
る
こ
と
で
、
本
書
の
も
う
ひ
と
つ
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
と
も
言
う
べ
き
次
の
指
摘
も
、
よ
り

い
っ
そ
う
興
味
深
く
見
え
て
く
る
。

　
　
　
近
代
中
国
の
知
識
人
た
ち
に
は
、
一
貫

し
て
、
個
々
人
の
情
念
に
訴
え
か
け
る
よ

う
な
物
語
を
作
り
上
げ
る
よ
り
も
、
論
理

的
な
説
得
に
よ
っ
て
国
民
に
国
家
を
愛
さ

せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。（
中
略
）
国
歌
を
斉
唱
す
る
こ

と
で
国
家
と
の
一
体
感
を
得
、「
国
恥
」

を
自
ら
の
恥
と
感
じ
、
国
家
を
象
徴
す
る
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国
旗
の
た
め
に
死
に
、
そ
れ
を
追
悼
し
記

念
す
る
こ
と
で
ま
た
別
の
国
民
の
国
家
の

た
め
に
死
ぬ
と
い
う
感
情
を
掻
き
立
て

る
。
近
代
中
国
の
知
識
人
た
ち
は
あ
る
意

味
で
こ
の
よ
う
な
国
民
国
家
の
理
念
を
あ

ま
り
に
生
真
面
目
に
追
求
し
す
ぎ
た
と
も

言
え
る
（
三
二
七

－

三
二
八
頁
）。

　
で
は
逆
に
、「
生
真
面
目
す
ぎ
な
い
」
国
民

国
家
の
理
念
の
追
求
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ

う
か
？
　
著
者
は
明
言
こ
そ
避
け
て
い
る
も
の

の
、
お
そ
ら
く
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
映
画

に
よ
っ
て
爆
発
的
に
普
及
し
て
い
た
「
義
勇
軍

行
進
曲
」
を
、
後
に
国
歌
と
す
る
中
華
人
民
共

和
国
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
榎
本
泰
子
氏
の
先

行
研
究
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、

そ
う
推
察
さ
れ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
民
謡
「
フ
レ
ー
ル
・
ジ
ャ
ッ
ク
」

に
は
、
楽
曲
そ
の
も
の
に
高
い
民
衆
浸
透
力
が

あ
る
。
そ
の
証
左
に
、
同
曲
は
現
在
の
日
本
に

お
い
て
童
謡
「
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
で
な
に
つ
く

ろ
う
」
の
詞
で
、
台
湾
で
も
童
謡
「
二
匹
の
ト

ラ
」
の
詞
で
広
く
歌
わ
れ
て
い
る
。「
国
民
革

命
歌
」
は
い
わ
ば
こ
の
楽
曲
を
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
、
特
定
の
理
念
を
社
会
に
広
め
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
本
書
が
明
ら
か
に
し
た
の

は
、
単
純
な
フ
ラ
ン
ス
民
謡
の
替
え
歌
を
正
式

な
国
歌
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
歌
詞
や
楽

曲
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
そ
の
制
定
を
遅
ら
せ
た

近
代
中
国
の
知
識
人
の
生
真
面
目
さ
で
あ
る
。

民
間
で
の
生
産
や
商
業
利
用
に
は
不
便
な
ほ
ど

複
雑
な
意
匠
の
青
天
白
日
満
地
紅
旗
を
国
旗
と

し
た
こ
と
も
、
そ
の
表
れ
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
著
者
の
謙
虚
な
議
論
を
逸
脱
し
て
あ
え

て
単
純
化
す
れ
ば
、「
中
央
が
優
れ
た
シ
ン
ボ

ル
を
考
案
し
、
そ
れ
を
神
聖
な
も
の
と
し
て
社

会
に
普
及
さ
せ
る
」
こ
と
を
目
指
し
た
国
民

党
の
手
法
と
、「
す
で
に
民
間
に
普
及
し
て
い

る
、
な
い
し
民
間
浸
透
力
の
あ
る
娯
楽
に
理
念

や
思
想
を
注
入
し
、
そ
れ
を
後
か
ら
一
元
管
理

し
神
聖
化
さ
せ
る
」
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
中

国
共
産
党
と
の
対
照
性
を
見
出
せ
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
こ
の
よ
う
な
「
社
会
へ
の
浸
透
」
と
「
国
家

理
念
の
表
現
」
の
間
の
微
妙
な
相
克
関
係
は
、

「
記
念
日
」
の
問
題
に
も
通
底
す
る
。
著
者
が

指
摘
す
る
と
お
り
、
南
京
国
民
政
府
期
の
国
慶

日
は
、
民
国
初
年
の
よ
う
な
娯
楽
性
が
廃
さ
れ

た
厳
粛
な
日
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
般
大
衆
に

と
っ
て
娯
楽
の
機
会
で
あ
っ
た
陰
暦
の
節
日
は

陽
暦
に
移
さ
れ
、
そ
の
名
称
も
変
更
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
の
社
会
に
と
っ
て
特
別
だ
っ
た
日
は

普
通
の
日
に
成
り
下
が
り
、
新
た
に
中
央
が
定

め
た
特
別
な
日
が
社
会
に
強
制
さ
れ
た
。
こ
う

し
て
、
暦
を
め
ぐ
る
社
会
に
お
け
る
従
来
の
観

念
は
「
忘
却
」
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
、
人
々
の
生
活
時
間
の
中
に
理
念
を
注
入

す
る
の
で
は
な
く
、
理
念
に
し
た
が
っ
て
人
々

を
生
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
「
生
真
面
目
さ
」
が

反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
こ
れ
と
関
連
し
て
、
本
書
が
冒
頭
で
問
題
意

識
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
論
で

は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
に
つ
い

て
、
本
評
の
お
し
ま
い
に
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

　
著
者
は
国
旗
と
国
歌
を
「
シ
ン
ボ
ル
」、
国

慶
は
そ
れ
ら
が
利
用
さ
れ
る
場
と
し
て
の
「
儀

式
」
と
捉
え
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
儀
式
」

は
、
表
２
に
照
ら
せ
ば
、
そ
れ
が
挙
行
さ
れ
る

日
時
と
場
所
の
両
方
を
含
意
す
る
概
念
と
い
う

こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
の

問
題
意
識
は
「
記
念
日
」
に
集
中
し
て
お
り
、
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国
旗
や
国
歌
が
披
露
さ
れ
る
空
間
に
つ
い
て
の

分
析
に
は
わ
ず
か
な
紙
幅
し
か
割
か
れ
て
い
な

い
。

　
陰
暦
の
記
念
日
が
陽
暦
に
移
さ
れ
る
の
と
同

様
に
、
元
来
あ
る
場
所
に
布
置
さ
れ
て
い
た
モ

ノ
が
別
の
場
所
に
移
さ
れ
た
り
、
あ
る
場
所
に

そ
れ
ま
で
と
異
な
っ
た
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
も
、
本
書
が
描
き
出
し
た
「
起
源

の
忘
却
」
や
「
社
会
の
娯
楽
と
国
家
理
念
の
関

係
」
の
問
題
と
直
接
関
わ
る
は
ず
で
あ
る
。
中

華
民
国
北
京
政
府
期
に
紫
禁
城
は
博
物
館
化
さ

れ
、
天
壇
は
公
園
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

事
例
か
ら
も
、
そ
の
空
間
を
め
ぐ
る
社
会
的
な

営
み
と
、
そ
の
空
間
か
ら
何
か
を
想
起
さ
せ
、

何
か
を
忘
却
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
治
的
、
思
想

的
な
思
惑
と
の
間
の
相
互
影
響
関
係
が
見
出
さ

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
本

書
に
残
さ
れ
た
課
題
と
い
う
よ
り
も
、
著
者
か

ら
後
続
の
研
究
者
に
与
え
ら
れ
た
宿
題
と
受
け

止
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

注
〈
1
〉 

副
題
は
、
博
士
論
文
の
「
近
代
中
国
に
お

け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
政
治
シ
ン
ボ
ル
」
か

ら
、
出
版
に
あ
た
り
若
干
変
更
さ
れ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
評
者
が
二
〇
一
一
年
六
月
一
八

日
に
行
っ
た
、
中
国
現
代
史
研
究
会
・
Ｉ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
研
究
会
共
催
の
合
評
会
で
の
報
告
を
基
に
書

き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。


